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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第31期

第１四半期連結
累計期間

第32期
第１四半期連結
累計期間

第31期

会計期間
自平成25年４月１日
至平成25年６月30日

自平成26年４月１日
至平成26年６月30日

自平成25年４月１日
至平成26年３月31日

売上高 （千円） 2,842,381 2,659,891 13,786,971

経常利益又は経常損失（△） （千円） △81,498 △238,025 1,207,729

四半期純損失（△）又は当期純利

益
（千円） △99,376 △199,198 916,354

四半期包括利益又は包括利益 （千円） △98,272 △199,309 918,818

純資産額 （千円） 5,481,538 6,220,502 6,498,628

総資産額 （千円） 13,842,965 12,686,079 13,956,191

１株当たり四半期純損失金額

（△）又は当期純利益金額
（円） △25.26 △50.63 232.94

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額
（円） － － －

自己資本比率 （％） 39.6 49.0 46.6

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成していますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載して

いません。

２．第31期第１四半期連結累計期間、第32期第１四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益

金額については、１株当たり四半期純損失であり、また、潜在株式が存在しないため記載していません。第

31期の潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載していませ

ん。

３．売上高には、消費税等は含まれていません。

 

２【事業の内容】

　当第１四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　　　当第１四半期連結累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

　　　また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

 

２【経営上の重要な契約等】

　 該当事項はありません。

 

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループ（当社及び連結子会社）が判

断したものです。

（1）業績の状況

   　　 当第１四半期連結累計期間の当社グループ連結売上高は、2,659,891千円（前年同期比6.4％減）となりまし

た。

　 　　　本年度はイベント・セミナー等を強化し認知度向上を行っていますが、消費税率引き上げに伴う駆け込み需要

の反動等で、品目別売上の基礎化粧品は1,670,074千円（同1.0％減）、メイクアップ化粧品は207,917千円（同

11.1％減）、トイレタリーは145,127千円（同2.3％増）、栄養補助食品・雑貨等は631,694千円（同15.6％減）

となりました。

　　　　 販売ルート別売上では、通信販売が1,581,747千円（同10.5％減）、百貨店向卸売は254,057千円（同0.8％

減）、その他卸売660,010千円（同7.3％増）、直営店163,208千円（同7.1％減）となりました。

　 　　　売上原価は、678,521千円（同2.2％増）となりました。販売費及び一般管理費は、イベント・セミナー等を強

化したため、広告宣伝・販売促進費が959,316千円（同5.4％増）、その他経費が1,250,009千円（同6.4％減）、

合計で2,209,326千円（同1.6％減）となりました。

　 　  これらの結果、営業損失は227,956千円、経常損失は238,025千円、四半期純損失は199,198千円となっておりま

す。

　　（2）事業上及び財務上の対処すべき課題

　  当第１四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

（3）研究開発活動

　　　　 当第１四半期連結累計期間におけるグループ全体の研究開発活動の金額は、23,117千円です。

　　　　 なお、当第１四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。

　 （4）経営成績に重要な影響を与える要因及び経営戦略の現状と見通し

　　 当社グループの売上高の約９割は化粧品に関連する売上です。化粧品業界全体では、個人消費の伸び悩みなど

からマーケットが拡大しない状況が続く中で、消費者ニーズの多様化、価格の二極化、新規参入企業の増加など

により、企業間の厳しい競争が続いています。

　　 この様な経営環境のもと、当社グループが安定的に成長するには、新規顧客を効率的に増やしていくこと及び

研究開発に力を入れ多様化した消費者ニーズに対応し顧客満足度の高い、製品・サービスを提供していくこと

が、重要と考えています。

　 （5）資本の財源及び資金の流動性についての分析

　　　　 ①資金の状況

　        当第１四半期連結会計期間末の現金及び現金同等物の残高は2,608,966千円となり、前連結会計年度末に比

べ、857,694千円減少しました。

　　　　 ②財政状態の分析

    当第１四半期連結会計期間末における総資産は、売掛金等の減少により12,686,079千円となり、前連結会計

年度末と比較して1,270,111千円の減少となりました。また、負債合計は借入金等の減少により6,465,577千円

となり、前連結会計年度末と比較して991,985千円の減少になりました。純資産は6,220,502千円となり、前連

結会計年度末と比較して278,126千円の減少となりました。

　　（6）経営者の問題認識と今後の方針について

　 　　　当社の経営理念である「無添加主義®」のもと、安全、安心な商品作りを徹底し、独創的な技術により高機能、

高品質で価格競争力の強い商品を開発し、中長期的に安定した成長を実現いたします。生命科学研究所を中心

に、大学や各種研究機関との共同基礎研究、物質、素材、原料等の専門的研究により新しい技術や素材を開発

し、化粧品、食品などへの応用により高機能商品を開発してまいります。
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　　    株式会社ノースジェニシスの食品工場において、食品、栄養補助食品の自社生産への本格的な取り組みを始め

ました。さらに、株式会社ＨプラスＢライフサイエンスの化粧品工場において、ＯＥＭ受託製造拠点としての機

能を担うなど、中長期的な経営資源の有効利用を進めております。

    マーケティングにおいては、メディアや企業等とのタイアップによる美容講座の積極的な実施により、新規顧

客の獲得、顧客の固定化及び積極的な拡販に努め、インターネットにおいても、よりスキルの高い専門家の採用

による人的強化を行うとともに、ＷＥＢサイトやスマートフォンサイトのデザイン改良を進めてまいります。三

重県松阪市にコールセンターを開設し、通信販売受注体制の拡充を行ってまいります。

　  製造面においては、スキンケア製品製造の中心となるハーバー株式会社において、引続き生産体制の効率化に

よるコストダウンを進めるとともに、株式会社ノースジェニシスの食品工場と株式会社ＨプラスＢライフサイエ

ンスの化粧品工場の稼働率引上げに努めてまいります。

　  物流面では、東西２拠点体制の整備により配送業務効率化を進めます。生産、物流拠点では引続き周辺環境の

美化、整備を進めてまいります。

　  卸売り事業においては、ハーバーブランドの認知度向上とともに、株式会社ＨプラスＢライフサイエンスによ

る新規食品商材と男の美学株式会社による男性用化粧品の販路獲得、流通チャネルへの導入促進を積極的に進め

てまいります。また、当社グループの商品開発力と製造技術力を戦略的に活用し、化粧品や食品の共同開発商

品、ＰＢ商品やＯＥＭ事業の攻勢を強めてまいります。

　  海外事業においては、アジア市場への深耕を進めるとともに、新たな地域、市場の開拓を推進してまいりま

す。

　  長期的かつ安定的な成長のためには、連結子会社と一体化した人材育成が重要な課題であり、教育研修と人材

交流を含めた的確な人員配置を徹底し、将来を担う人材の育成強化に力を入れてまいります。

　      コンプライアンス面では、内部統制をより一層充実させ、社会やステークホルダーの皆様から信頼を得られる

企業を目指します。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 10,000,000

計 10,000,000

 

②【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成26年６月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成26年８月14日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 3,935,000 3,935,000

東京証券取引所

ＪＡＳＤＡＱ

（スタンダード）

単元株式数 100株

計 3,935,000 3,935,000 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

 

（４）【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。

 

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成26年４月１日～

平成26年６月30日
－ 3,935,000 － 696,450 － 812,570

 

（６）【大株主の状況】

　当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（７）【議決権の状況】

　         当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、

記載することができないことから、直前の基準日（平成26年３月31日）に基づく株主名簿による記載をしてい

ます。

①【発行済株式】

平成26年６月30日現在
 

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式 1,200 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式 3,933,500 39,335 －

単元未満株式 普通株式 300 － －

発行済株式総数  3,935,000 － －

総株主の議決権 － 39,335 －

 

②【自己株式等】

平成26年６月30日現在
 

所有者の氏名又
は名称

所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

㈱ハーバー研究所
東京都千代田区神田

須田町１丁目24番地
1,200 － 1,200 0.03

計 － 1,200 － 1,200 0.03

 

２【役員の状況】

　該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　 当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣

府令第64号）に基づいて作成しています。

 

２．監査証明について

　 当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間（平成26年４月１日から

平成26年６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成26年４月１日から平成26年６月30日まで）に係る四半

期連結財務諸表について、監査法人Ａ＆Ａパートナーズによる四半期レビューを受けています。
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(平成26年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成26年６月30日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 3,566,681 2,708,986

受取手形及び売掛金 1,965,441 1,284,511

商品及び製品 939,109 1,060,180

仕掛品 14,806 30,378

原材料及び貯蔵品 605,747 627,550

繰延税金資産 206,527 298,317

その他 131,712 227,865

貸倒引当金 △13,460 △8,815

流動資産合計 7,416,565 6,228,975

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物 3,807,729 3,803,484

減価償却累計額 △1,514,490 △1,551,714

建物及び構築物（純額） 2,293,238 2,251,770

機械装置及び運搬具 1,297,551 1,298,717

減価償却累計額 △813,467 △835,916

機械装置及び運搬具（純額） 484,083 462,801

工具、器具及び備品 837,437 842,398

減価償却累計額 △641,437 △652,765

工具、器具及び備品（純額） 195,999 189,632

土地 2,382,328 2,382,328

建設仮勘定 7,408 47,582

その他 9,706 9,706

減価償却累計額 △6,794 △7,279

その他（純額） 2,911 2,426

有形固定資産合計 5,365,971 5,336,542

無形固定資産   

のれん 420,794 370,336

その他 257,056 254,312

無形固定資産合計 677,850 624,648

投資その他の資産   

投資有価証券 7,195 7,657

繰延税金資産 270,459 271,382

差入保証金 197,276 196,827

その他 20,873 20,045

投資その他の資産合計 495,803 495,913

固定資産合計 6,539,625 6,457,104

資産合計 13,956,191 12,686,079
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  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(平成26年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成26年６月30日)

負債の部   

流動負債   

買掛金 537,198 645,646

短期借入金 1,950,000 1,750,000

1年内返済予定の長期借入金 754,870 730,040

未払金 870,789 893,097

未払法人税等 669,140 49,617

ポイント引当金 250,759 208,950

その他 168,956 132,445

流動負債合計 5,201,713 4,409,798

固定負債   

長期借入金 2,222,831 2,023,231

役員退職慰労引当金 1,583 1,583

その他 31,434 30,964

固定負債合計 2,255,849 2,055,779

負債合計 7,457,562 6,465,577

純資産の部   

株主資本   

資本金 696,450 696,450

資本剰余金 812,570 812,570

利益剰余金 4,986,213 4,708,339

自己株式 △958 △1,099

株主資本合計 6,494,274 6,216,259

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 619 917

為替換算調整勘定 3,733 3,325

その他の包括利益累計額合計 4,353 4,242

純資産合計 6,498,628 6,220,502

負債純資産合計 13,956,191 12,686,079
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第１四半期連結累計期間
(自　平成25年４月１日
　至　平成25年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成26年４月１日
　至　平成26年６月30日)

売上高 2,842,381 2,659,891

売上原価 664,167 678,521

売上総利益 2,178,214 1,981,370

販売費及び一般管理費 2,245,462 2,209,326

営業損失（△） △67,248 △227,956

営業外収益   

受取利息 138 8

受取配当金 60 77

受取賃貸料 7,281 3,799

助成金収入 152 2,350

その他 2,524 1,613

営業外収益合計 10,157 7,849

営業外費用   

支払利息 15,829 14,324

その他 8,577 3,593

営業外費用合計 24,407 17,918

経常損失（△） △81,498 △238,025

特別損失   

固定資産売却損 1,202 －

固定資産除却損 1,551 4,868

特別損失合計 2,754 4,868

税金等調整前四半期純損失（△） △84,252 △242,893

法人税、住民税及び事業税 56,040 41,522

法人税等調整額 △40,915 △85,217

法人税等合計 15,124 △43,695

少数株主損益調整前四半期純損失（△） △99,376 △199,198

四半期純損失（△） △99,376 △199,198
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【四半期連結包括利益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第１四半期連結累計期間
(自　平成25年４月１日
　至　平成25年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成26年４月１日
　至　平成26年６月30日)

少数株主損益調整前四半期純損失（△） △99,376 △199,198

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 232 297

為替換算調整勘定 871 △408

その他の包括利益合計 1,104 △111

四半期包括利益 △98,272 △199,309

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 △98,272 △199,309

少数株主に係る四半期包括利益 － －
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【注記事項】

（四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理）

　　 　（税金費用の計算）

　 　  一部の連結子会社においては、当第１四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する

税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算してい

ます。

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

　　　　当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成していません。なお、第１四半期

連結累計期間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）及びのれんの償却額は、次の

とおりです。

 
前第１四半期連結累計期間
（自 平成25年４月１日
至 平成25年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自 平成26年４月１日
至 平成26年６月30日）

減価償却費 76,128千円 88,083千円

のれんの償却額 65,860 50,458

 

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自平成25年４月１日　至平成25年６月30日）

　配当金支払額

 
（決議）

株式の種類 配当金の総額
１株当たり
配当額

基準日 効力発生日 配当の原資

平成25年５月13日

取締役会
普通株式 78,675千円 20円 平成25年３月31日 平成25年６月７日 利益剰余金

 

Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自平成26年４月１日　至平成26年６月30日）

　配当金支払額

 
（決議）

株式の種類 配当金の総額
１株当たり
配当額

基準日 効力発生日 配当の原資

平成26年５月21日

取締役会
普通株式 78,675千円 20円 平成26年３月31日 平成26年６月９日 利益剰余金

 

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

前第１四半期連結累計期間（自平成25年４月１日　至平成25年６月30日）及び当第１四半期連結累計期間

（自　平成26年４月１日　至平成26年６月30日）

　当社グループは、化粧品事業の単一セグメントであるため、記載を省略しています。
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（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純損失金額及び算定上の基礎は、以下のとおりです。

 
前第１四半期連結累計期間
（自　平成25年４月１日
至　平成25年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成26年４月１日
至　平成26年６月30日）

１株当たり四半期純損失金額 25円26銭 50円63銭

（算定上の基礎）   

四半期純損失金額（千円） 99,376 199,198

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純損失金額（千円） 99,376 199,198

普通株式の期中平均株式数（株） 3,933,772 3,933,755

　（注）　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、１株当たり四半期純損失金額であり、また、潜在株

式が存在しないため記載していません。

 

２【その他】

　　　　平成26年５月21日開催の取締役会において、次のとおり剰余金の配当を行うことを決議しました。

　　　　① 配当金の総額……………………………………78,675千円

　　　　② １株当たりの金額………………………………20円00銭

　　　　③ 支払請求の効力発生日及び支払開始日………平成26年６月９日

　　　　（注）　平成26年３月31日現在の株主名簿に記載または記録された株主に対し、支払いを行います。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

平成26年８月８日

株式会社ハーバー研究所

取締役会　御中

 

監査法人Ａ＆Ａパートナーズ

 

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 加賀美　弘明

 

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 齋藤　晃一

 

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社ハー

バー研究所の平成26年４月１日から平成27年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間（平成26年４月１日

から平成26年６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成26年４月１日から平成26年６月30日まで）に係る四半期

連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について

四半期レビューを行った。
 
四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。
 
監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する

結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。
 
監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社ハーバー研究所及び連結子会社の平成26年６月30日現在の財

政状態及び同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべて

の重要な点において認められなかった。
 
利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

 

（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報告

書提出会社）が別途保管しております。

　　　２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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